
　小豆島デュアルスポーツの開催に向けて現地調査に行って来ました。

今年で 29 回目となるこのデュアルスポーツは参加者みなさんの熱い要望でここまで続けてこられました。本

当にありがとうございます。

　調査隊は 2 月の下旬に現地入りをして今回のルートを確認です。前回より台風や水害等の大きな被害は無く

ほぼ例年と同じルートが確保出来ました。しかし、島の野生動物（特に猪）によるルート破壊は相変わらずで

調査隊と猪の根気比べが続きます。普通のダート林道に比べれば難易度は大きいですがゆっくり落ち着いて島

の自然を楽しむ気持ちがあれば素晴らしいルートであります。

 基本ルートは初期の開催からはほぼ変わりがありませんが 29 回目ともなればその走りやすかったルートも

すっかり難しくなりました。30回目に向けて新規のルートも開拓して行かなくてはならないのかも知れません。

 上級ルートはほぼ変わりはありません。倒木も腐葉土に隠れた石も従来の道路だった所も元の山に帰ろうとし

ています。気合い十分で走行願います。難易度に自信のない方にも基本ルートで十分に楽しめます。間違いあ

りません。

　今回は開催日が 4月の第二週になりました。桜の季節は終わっているかも知れませんが山の木々はどん

どん芽吹いていきます。コロナ禍も随分落ち着いて来て島の観光も復活の模様です。島へのメインアクセスと

なる神戸からのジャンボフェリーも新造船が就航しさらに快適な船旅となっています。どうぞ小豆島の自然と

春の季節の中のデュアルスポーツを存分にお楽しみ下さい。お待ちしています。

※開拓の様子についてはウェブサイトの動画もごらんください。


